




は じ め に 

近年、エボラ出血熱、MERS（中東呼吸器症候群）、SFTS（重症熱性血小板減少症候群）等

の新たな感染症（新興感染症）や、デング熱や結核等の再び注目されている感染症（再興

感染症）の流行が世界各地で発生しており、国際交流の活発化等も影響し、大きな問題

となっています。特に令和元年（2019年）12月に中華人民共和国湖北省武漢市において確

認された新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行となり、我が国の社会・経済活

動にも多大な影響を及ぼしています。 

 感染症発生動向調査は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感

染症法）」により、感染症の発生、拡大に備えた事前対応型行政の大きな柱の一つとして位

置付けられており、一類～四類及び五類のうちの全数把握疾患については、すべての臨床

医に診断時の報告義務が課せられており、その発生情報をオンラインシステムで管理する

ことにより、迅速な発生情報の分析・還元が行える体制が整備されています。 

山口県においては、山口県環境保健センターの感染症情報センターが、週ごとに集約・

分析を行い、週報・月報・年報として医療機関等へ還元するとともに、注意報・警報の発

表等、県民への情報提供を行っています。 

　また、重要な感染症対策の一つである予防接種につきましては、平成6年の予防接種法

の改正後、個別接種化の推進及び接種率向上のための対策、健康被害に対する迅速な救

済等が行われ、本年2月には新型コロナウイルスのワクチン接種が国内でも始まったとこ

ろです。 

今後もより安全で有効な接種の実施を進めていく必要があり、県民の方々に向けて、正

確な情報の発信に努めてまります。 

 この報告書は、令和元年における感染症発生動向調査等による感染症の発生状況に関す

る統計数値及び解析結果と、令和元年度における各市町からの報告に基づく予防接種の実

施状況についてまとめたものです。 

 本書が、感染症対策に携わる方々をはじめとして広く活用され、感染症対策の一助とし

て、また、県民の健康増進の一助となれば幸いです。 

令和3年3月 

山口県健康福祉部健康増進課長 

石 丸 泰 隆 
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　２．麻しん発生状況

　（１） 年次推移

全国 全国 山口県 全国 山口県

22,552 426 0 - -

33,812 931 3 - -

12,473 440 1 - -

8,285 462 0 - -

1,547 59 0 - -

537 7 0 - -

516 39 0 - -

3,127 974 1 - -

- - - 11,015 20

- - - 741 3

- - - 447 1

- - - 443 0

- - - 283 0

- - - 230 0

- - - 462 2

- - - 35 0

- - - 165 0

- - - 186 0

- - - 282 1

- - - 744 0

　（２） 令和元年の県内発生状況

発生なし

平成27年 -

平成21年 -

平成30年 -

平成22年 -

平成23年 -

平成28年 -

平成24年 -

平成25年 -

平成26年 -

平成18年 0

平成19年 0

平成20年 -

48

平成16年 3

平成17年 0

令和元年 -

平成29年 -

全数

山口県

平成13年 431

平成14年 45

平成12年 86

区分
小児科（定点） 成人（定点）

平成15年

－17－
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平成27

平成28

平成29

平成30

令和元

５．結核登録者数－年次別－

* 比較のため、10年前のデータを載せています。

（21.6）
（20.4） （21.9） （22.5）
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（28.0）
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（44.2）

（52.8）
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（30.1）

（45.6）

（47.8）

（8.1）

（6.3）

（7.8） （7.1）
（8.6）

（5.7）

（7.5）

（1.5）

（0.9）

（3.5） （2.0）
（2.2）

（2.0）

（2.2）

（7.0）
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（9.4）

（10.1）
（7.8）

（9.9）

（11.9）

（17.6）

（12.0）
（12.0）

（8.4）
（9.8）

（8.8）

（7.5）
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平成21 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

（人）

（年）

喀痰塗抹陽性

その他の結核菌陽性

菌陰性・その他

肺外結核

不活動性

不明

353

395

529

432
424

*

409

318
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

109 116 93 93 73 72 66 62

岩国市 12 8 6 10 7 6 5 7

和木町 2 2 2 1 2 2 2 1

小計 14 10 8 11 9 8 7 8

柳井市 3 4 3 3 2 2 3 3

周防大島町 4 1 2 3 4 1 1 2

上関町 1 0 0 0 1 0 0 0

田布施町 1 0 1 2 1 0 1 2

平生町 0 0 2 0 0 0 2 0

小計 9 5 8 8 8 3 7 7

下松市 3 5 3 3 1 3 3 1

光市 7 6 4 2 6 3 3 2

周南市 7 14 7 5 4 7 3 3

小計 17 25 14 10 11 13 9 6

山口市 14 10 11 9 8 5 7 5

防府市 10 7 5 9 6 5 2 5

小計 24 17 16 18 14 10 9 10

宇部市 13 12 11 11 10 7 8 7

山陽小野田市 3 9 4 2 3 9 4 1

美祢市 2 4 2 0 1 3 2 0

小計 18 25 17 13 14 19 14 8

長門 長門市 2 10 2 1 1 5 2 1

萩市 4 5 5 3 3 3 5 1

阿武町 1 1 1 0 1 1 1 0

小計 5 6 6 3 4 4 6 1

下関 下関市 20 18 22 29 12 10 12 21

注）「感染性肺結核患者数」には、「登録時喀痰塗抹陽性」及び「登録時その他の結核菌陽性」を計上している。

21．登録者数（活動性結核、感染性肺結核）－市町、健康福祉センター等、年次別－

活動性結核患者数 感染性肺結核患者数

山口県

岩国

柳井

周南

山口

宇部

萩
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27．医療費公費負担額状況（37条、37条の2）－年度別－

医療費

（千円） 件数（件） 医療費（千円） 件数（件） 医療費（千円）

山口県 35,104 1,539 2,594 423 32,511

下関市 11,597 558 687 169 10,910

計 46,701 2,097 3,281 592 43,421

山口県 35,770 1,325 2,392 386 33,378

下関市 5,634 486 535 82 5,148

計 41,404 1,811 2,927 468 38,526

山口県 37,190 1,814 2,575 384 34,615

下関市 5,145 360 486 82 4,659

計 42,335 2,174 3,061 466 39,274

山口県 29,742 2,015 2,821 357 26,921

下関市 10,576 596 827 131 9,749

計 40,318 2,611 3,648 488 36,670

山口県 39,315 1,546 2,522 350 36,793

下関市 9,458 557 553 89 8,905

計 48,773 2,103 3,075 439 45,698

山口県 22,986 1,403 2,165 250 20,821

下関市 5,426 397 373 69 5,053

計 28,412 1,800 2,538 319 25,874

山口県 21,846 1,321 2,015 234 19,831

下関市 9,242 375 442 76 8,800

計 31,088 1,696 2,457 310 28,631

山口県 21,394 1,664 2,669 225 18,725

下関市 3,818 297 399 51 3,419

計 25,212 1,961 3,068 276 22,144

山口県 24,585 1,507 2,644 225 21,941

下関市 3,020 345 401 42 2,619

計 27,605 1,852 3,045 267 24,560

山口県 25,105 1,492 2,133 200 22,972

下関市 8,952 440 599 47 8,353

計 34,057 1,932 2,732 247 31,325

山口県 18,502 1,497 2,883 138 15,619

下関市 9,035 520 656 86 8,379

計 27,537 2,017 3,539 224 23,998

令和元年度

30

23

24

25

26

27

28

29

37条の2 37条

平成21年度

22



28．入所命令措置、解除者数、結核病床数及び利用率-年度別-

措置 解除 年度末
病床数
（年末現
在）

病床数
（人口10
万対）

在院患者
数
（年間1日
平均）

利用率
（％）

平均在院
日数

132 140 40 130 9 33 25.7 65.1

140 131 27 130 9 25 19.1 54.6

130 123 31 130 9 25 19.6 45.7

122 125 30 60 4 22 28.3 80.7

117 112 22 60 4 22 35.4 85.1

86 87 12 60 4 16 25.2 85.6

84 80 16 60 4 15 23.6 79.6

71 75 12 60 4 14 23.1 96.7

87 77 18 60 4 15 23.7 88.6

63 69 12 60 4 13 20.6 88.5

57 63 8 60 4 9 14.5 74.6

措置 解除 年度末

6 6 1

7 8 1

11 11 1

5 5 2

1 1 0

10 9 1

2 2 0

1 1 1

14 20 1

57 63 8

萩

25

平成21年度

22

23

24

健康福祉センター
保健所

下関市

合計

26

27

28

29

30

令和元年度

令和元年度健康福祉センター別内訳

岩国

柳井

周南

山口

防府

宇部

長門
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平成31年1月分の総合解析評価結果 第52週（12/17）～第2週（1/13） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 鈴木検査定点情報  （12/17～1/13） 

◆RSウイルス感染症：14名 ◆アデノウイルス急性咽頭扁桃炎：24名 ◆咽頭結膜熱：3名 ◆溶連菌感染症：7名  
◆手足口病：3名 ◆伝染性紅斑：3名 ◆感染性胃腸炎：108名 ◆ウイルス性嘔吐下痢症：32名 ◆ノロウイルス胃腸
炎：13名  
◆ロタウイスル胃腸炎：3名 ◆突発性発疹：5名 ◆水痘：4名 ◆インフルエンザA型：62名 
◆ヒトメタニューモウイルス（hMPV）感染症：2名 ◆1/16伝染性単核症：1名（5歳男児） 
◆病原性大腸菌腸炎（O25）：1名（6歳男児） ◆病原性大腸菌腸炎（O78）：1名（8歳男児）  
◆カンピロバクター腸炎：2名（6歳男児、17歳男性） 

徳山中央病院入院患者情報（12/21～1/20） 

 12月から1月にかけても入院患者はさほど多くはなかったが、川崎病患者が多かった。RSウイルス感染症、ノロウ
イルス感染症、インフルエンザA型が少し増加してきた。周南こども救急の患者数を見ると、1月13日、14日の連休
で189名、160名と急増し、ほとんどがインフルエンザA型だった。 
◆RSウイルス感染症：10例（細気管支炎6例、気管支炎3例、気管支肺炎1例） 
◆hMPV感染症：2例（気管支炎１例、気管支肺炎1例） ◆ノロウイルス胃腸炎：4例 ◆アデノウイルス咽頭扁桃炎：
1例  
◆マイコプラズマ肺炎：1例（PA抗体：2560倍）。◆ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群（SSSS）：1例（6歳女児）  
◆熱性けいれん：3例 ◆川崎病：9例（1歳女児、2歳女児3例、3歳男児2例、4歳女児、5歳女児、9歳男児） 

山口赤十字病院情報  （12/15～1/14） 

◆RSウイルス感染症：引き続き流行。入院15名。再度増加 特定の園での流行散見。迅速検査陽性7例（陽性率19.44%） 
◆マイコプラズマ感染症：なし。迅速検査陽性0例（陽性率0.00%）  
◆インフルエンザ：流行警報レベル。1月に入り急増。迅速検査陽性 A型124例（陽性率31.71%）、B型0例（陽性率
0%） 
◆おたふくかぜ：目立たず。 ◆水痘：目立たず。 ◆溶連菌感染症：先月並み。小流行のみ。ストレップA陽性8例
（陽性率18.60%） ◆ヘルパンギーナ：見られず。  
◆アデノウイルス感染症：小数あり。迅速検査陽性 咽頭3例（陽性率10.34%）、眼脂0例（陽性率0%）  
◆感染性胃腸炎：ノロウイルスあり。カンピロバクターもあり。迅速検査陽性  アデノウイルス1例（陽性率16.67%）、
ノロウイルス1例（陽性率7.69%） ◆手足口病：見られず。 ◆伝染性紅斑：見られず。  
◆川崎病：今月3例。5歳男児2人と1歳女児1人。＊本校締め切り後の1月下旬になり川崎＋腸重積同時発症例。2歳5
か月男児 IVIg 3クールで不応にて山口大学に転院。 ◆hMPV感染症：今月は陽性例なし。迅速検査陽性0例（陽性
率0.00%）  
◆流行性角結膜炎：見られず。 ◆百日咳：見られず。 

 山口県は比較的暖かい日が多い。日本列島は太平洋側は晴れの日が多く、少雨で湿度が低く乾燥している。日本海
側は雪である。 
 インフルエンザ：3,430人、定点・週当たり報告数12.99。急峻な立ち上がりで全県において流行に入っている。
第2週で34.33（警報レベルは30以上）となり、1月16日に警報を発令した。流行株はA型H3、A型H1pdm09が検
出されている。 
RSウイルス感染症：160人、0.87。発生は多くはない。2015年以降ここ数年は冬の流行が以前よりも弱い。 
咽頭結膜熱：60人、0.33。発生は少ない。例年どおり。 
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎：477人、2.59。例年どおり。 
感染性胃腸炎：1,316人、7.15。12月に比べて1月は減少している。 
ノロウイルス、ロタウイルス、アストロウイルスなどが主な病因となっている。 
水痘：82人、0.45。発生は少ない。ワクチン接種者でも発症者あり。 
手足口病：35人 
伝染性紅斑：67人 全国的流行あり。 
突発性発しん：80人 
ヘルパンギーナ：8人 
流行性耳下腺炎：19人 萩、周南、下関で発症あり。 

流行性角結膜炎：36人 

性器クラミジア感染症：28人 

全数把握疾患で、オウム病の報告があった。 

<平成30年の全数把握疾患累計（主なもの）> 

結核218人、腸管出血性大腸菌感染症31人、レジオネラ16人、梅毒63人、後天性免疫不全症候群6人、百日咳

189人、風しん25人、麻しん1人、E型肝炎1人、デング熱2人、日本紅斑熱3人、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

8人

2．各月の総合解析評価



下関地域感染症サーベイランス  （12/17～1/13） 

◆インフルエンザ：第51週 109例 15歳以上 19例 A型 124例 B型 4例 
第52週 150例 15歳以上 36例 A型 182例 B型 4例 
第1週 169例 15歳以上  52例 A型 219例 B型2例 
第2週 621例 15歳以上 136例 A型 754例 B型3例 

◆病原大腸菌腸炎：VT（-）O1：6例、O6：2例、O8：1例、O15：1例、O18：3例、O25：5例、O111：1例、O126：1例、
O128：1例 
◆カンピロバクター腸炎：1例 ◆ロタウイルス腸炎：5例 ◆ノロウイルス胃腸炎：31例  
◆アデノウイルス腸炎：1例 ◆マイコプラズマ肺炎（気管支炎を含む）：32例 ◆アデノウイルス扁桃炎：43例  
◆hMPV感染症：1例 ◆ヘルペス口内炎：1例  

<下関市立市民病院 入院症例> 
◆RSウイルス細気管支炎：2例（2か月、1歳） ◆川崎病：3例（1歳、2歳、6歳） ◆突発疹：2例（7か月、2歳） 
◆インフルエンザA型：1例（9歳） ◆ロタウイルス胃腸炎：1例（8歳） ◆マイコプラズマ肺炎：1例（1歳）  
◆サイトメガロウイルス感染症：1例（2か月）  

<済生会下関総合病院 入院症例> 
◆細菌性気管支炎、肺炎：6例（1歳2か月～6歳（4例）：BLNAR、1歳4か月：BLNAS、7か月：BLPACR ） 
◆インフルエンザA型：3例（8か月、3歳、11歳） ◆RSウイルス感染症：2例（7か月、3歳） 
◆ロタウイルス胃腸炎：2例（4歳、7歳） ◆急性虫垂炎：1例（10歳） ◆突発性発疹症：1例（1歳3か月） 
◆ノロウイルス胃腸炎：1例（1歳8か月） ◆アデノウイルス咽頭炎：1例（1歳1か月） ◆蜂窩織炎：1例（4歳） 

BLNAR：β-lactamase negative ampicillin resistant（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性） 
BLNAS：β-lactamase negative ampicillin susceptible（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン感受性） 
BLPACR：β-lactamase positive AMPC/CVA resistant（β-ラクタマーゼ産生AMPC/CVA耐性） 

注）月報中の患者報告数・定点当たり報告数について 

 週報において、定点医療機関から極端に多い（または少ない）数が報告されたものについては、感染症発生動向 

調査解析評価小委員会で検討を行い再集計した結果を掲載しています。 

〔1月の多報告順位〕 
(○内数字は前回の順位) 
1) ③インフルエンザ 
2) ①感染性胃腸炎 
3) ②A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
4) ④RSウイルス感染症 
5) ⑦水痘 
6) ⑤突発性発しん 
7) ⑨伝染性紅斑 
8) ⑥咽頭結膜熱 
9) –流行性角結膜炎 
10) ⑧手足口病 



平成31年2月分の総合解析評価結果 第3週（1/14）～第7週（2/17） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 鈴木検査定点情報  （1/14～2/17） 

◆RSウイルス感染症：15名 ◆アデノウイルス急性咽頭扁桃炎：16名 ◆咽頭結膜熱：5名 ◆溶連菌感染症：13名  
◆手足口病：7名 ◆ヘルパンギーナ：1名 ◆伝染性紅斑：10名 ◆感染性胃腸炎：130名  
◆ウイルス性嘔吐下痢症：15名 ◆ノロウイルス胃腸炎：7名 ◆ロタウイスル胃腸炎：7名 ◆突発性発疹：4名  
◆ヘルペス性歯肉口内炎：1名 ◆インフルエンザA型：355名 ◆ヒトメタニューモウイルス（hMPV）感染症：2名 
◆水痘：1名 ◆病原性大腸菌腸炎（O1）：1名（32歳女性） ◆カンピロバクター腸炎：1名（1歳男児） 

徳山中央病院入院患者情報（1/21～2/20） 

 1月から2月にかけては入院患者は比較的多く、RSウイルス感染症、インフルエンザA、川崎病患者が多かった。ま
た、百日咳の入院が3名あった。周南こども救急の患者数は2月初旬から減少してきた。 
◆RSウイルス感染症：11例（細気管支炎5例、気管支炎5例、気管支肺炎1例）  
◆hMPV感染症：1例（気管支炎１例） ◆ノロウイルス胃腸炎：1例 ◆熱性けいれん：3例 
◆インフルエンザA型：16例（1名死亡：インフルエンザ脳症 or 心筋炎、A/H3検出、けいれんや異常言動・行動を
きたす例が多かった印象あり） 
◆百日咳：3例（4か月男児：LAMP＋、7か月女児：LAMP＋、7歳男児：LAMP－、PT抗体160以上、FHA抗体123） 
◆川崎病：10例（3か月男児、5か月男児、1歳男児、2歳男児、3歳男児2例、4歳男児4例） 

山口赤十字病院情報  （1/15～2/14） 

◆RSウイルス感染症：引き続き流行。入院13名。迅速検査陽性4例（陽性率9.30%） 
◆マイコプラズマ感染症：目立たず。迅速検査陽性0例（陽性率0%）  
◆インフルエンザ：流行続く。2月に入り減少へ。迅速検査陽性 A型196例（陽性率33.28%）、B型0例（陽性率0%） 
◆おたふくかぜ：目立たず。 ◆水痘：目立たず。 ◆溶連菌感染症：迅速陽性例なかったが、1例迅速は陰性だが培
養で陽性の典型的猩紅熱症例あり。ストレップA陽性0例（陽性率0%） ◆ヘルパンギーナ：見られず。  
◆アデノウイルス感染症：陽性1例のみ。迅速検査陽性 咽頭1例（陽性率6.67%）、眼脂0例（陽性率0%）  
◆感染性胃腸炎：ノロウイルス、ロタウイルスあり。ロタウイルス増加傾向、入院9例。迅速検査陽性  ノロウイル
ス1例（陽性率7.14%）、ロタウイルス3例（陽性率15.79%）、アデノウイルス0例（陽性率0%）  
◆手足口病：見られず。 ◆伝染性紅斑：2月に入り散見 ◆川崎病：今月3例。10か月男児1例、2歳男児2例（うち一
例はIVIG不応にて山大転院＝先月報告例）。 ◆流行性角結膜炎：見られず。 
◆hMPV感染症：今月陽性5例。流行始まったか? 迅速検査陽性5例（陽性率26.32%） ◆百日咳：見られず。  
◆急性脳炎：3歳男児。原因不明、けいれん群発から重積。山大転院にて集中治療、左不全片麻痺が残った。 

 2 月前半の 3 連休に北日本を中心に大寒波に襲われ、北海道では—30℃を下回ったところもあった。北米も大寒波

に襲われた。これは極渦の崩壊（北極の上空にある極寒の渦が二つに分裂し、北米とシベリアに南下したため）によ

るものという。山口県では大きな影響はなく、その後は穏やかな天候が続いている。風しんに加えて、麻しんの流行

が関西など大都市中心に広がっており、注意が必要である。風しんは2019 年第7週(2/11～2/17)までに全国で528

例、山口県では今年に入って8例が報告されている。麻しんは2019年第7週までに全国で222例が報告されている

が、山口県での発生はない。 

 インフルエンザ：定点・週当たり報告数 34.6。第 4 週（1/21～1/27）をピークに減少に転じているが、警報はま

だ解除されていない。インフルエンザ指定提出機関からの検体ではA型H3とA型H1pdm09の両者が検出されている

が、2月に入ってからはA型H3が優勢である。B型はまだ確認されていない。 

RSウイルス感染症：1.03。全県的に発生はあるが、周南（2.58）で多い。 

 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎：1.98。インフルエンザ、感染性胃腸炎に次いで3番目に多い。岩国、周南、下関で

多い。 

感染性胃腸炎：5.57。萩、周南、下関、宇部で多い。病原体確認例の報告ではロタウイルス（宇部、下関）とノロ

ウイルス（下関、宇部、萩）が中心である。宇部ではロタウイルスの小流行がある。ワクチン接種者でも発症してい

るが症状は軽い。 

伝染性紅斑：87人。周南、防府、宇部、萩からの報告が大部分。 

水痘：29人  

手足口病：39人 

流行性耳下腺炎：25人 

百日咳が3～7週で49例報告されている。特に岩国で多い。



下関地域感染症サーベイランス  （1/14～2/17） 

◆インフルエンザ：第3週 702例 15歳以上 157例 A型 858例 B型  1例 
第4週 741例 15歳以上 192例 A型 931例 B型 2例 
第5週 666例 15歳以上 142例 A型 807例 B型  1例 
第6週 584例 15歳以上  95例 A型 678例 B型  1例 
第7週  336例 15歳以上  68例 A型 401例 B型  3例 

◆病原大腸菌腸炎：VT（-）O1：4例、O6：3例、O18：3例、O86a：2例、O125：1例、O126：1例、O145：1例 
◆カンピロバクター腸炎：2例 ◆サルモネラ腸炎（O4群）：1例 ◆ロタウイルス腸炎：47例  
◆ノロウイルス胃腸炎：40例 ◆アデノウイルス腸炎：6例 ◆マイコプラズマ肺炎（気管支炎を含む）：29例 
◆アデノウイルス扁桃炎：39例 ◆百日咳：1例（10～14歳） ◆hMPV感染症：1例 ◆ヘルペス口内炎：6例  

<下関市立市民病院 入院症例> 
◆インフルエンザA型：5例（1歳、3歳、4歳、5歳、7歳） ◆インフルエンザA型＋マイコプラズマ肺炎：1例（3歳） 
◆マイコプラズマ肺炎：1例（10歳） ◆RSウイルス気管支炎：7例（4か月、5か月2例、7か月、2歳、3歳2例）  
◆川崎病：2例（4か月 不全型、7歳） ◆伝染性単核症：2例（7歳2例） ◆水痘：1例（5歳）  
◆ロタウイルス胃腸炎：2例（4か月、8歳） ◆ノロウイルス胃腸炎：1例（10か月）  
◆ノロウイルス胃腸炎＋胃腸炎関連けいれん：1例（3歳）  

<済生会下関総合病院 入院症例> 
◆インフルエンザA型：12例（3か月～18歳） ◆RSウイルス感染症：6例（1か月～2歳） 
◆ロタウイルス胃腸炎：6例（1歳6か月～7歳）  
◆細菌性気管支炎、肺炎：6例（10か月～1歳2か月（3例）：BLNAS、3歳5か月：BLNAR、10か月：BLPACR、1歳8か
月：PSSP） ◆溶連菌感染症：2例（5歳、6歳） ◆腎盂腎炎：2例（3か月、1歳：E.coli） 
◆頚部リンパ節炎：2例（11か月、5歳）  ◆突発性発疹症：1例（1歳4か月） ◆川崎病：1例（4か月） 
◆アデノウイルス咽頭炎：1例（1歳8か月） 

BLNAR：β-lactamase negative ampicillin resistant（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性） 
BLNAS：β-lactamase negative ampicillin susceptible（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン感受性） 
BLPACR：β-lactamase positive AMPC/CVA resistant（β-ラクタマーゼ産生AMPC/CVA耐性） 
PSSP：penicillin-susceptible streptococcus pneumoniae（ペニシリン感受性肺炎球菌） 

注）月報中の患者報告数・定点当たり報告数について 
 週報において、定点医療機関から極端に多い（または少ない）数が報告されたものについては、感染症発生動向 
調査解析評価小委員会で検討を行い再集計した結果を掲載しています。 

〔2月の多報告順位〕 
(○内数字は前回の順位) 
1) ①インフルエンザ 
2) ②感染性胃腸炎 
3) ③A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
4) ④RSウイルス感染症 
5) ⑦伝染性紅斑 
6) ⑥突発性発しん 
7) ⑧咽頭結膜熱 
8) ⑩手足口病 
9) ⑤水痘 
10) -ヘルパンギーナ



平成31年3月分の総合解析評価結果 第8週（2/18）～第11週（3/17） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 鈴木検査定点情報  （2/18～3/17） 

◆RSウイルス感染症：4名 ◆アデノウイルス急性咽頭扁桃炎：7名 ◆溶連菌感染症：14名 ◆手足口病：3名  
◆ヘルパンギーナ：2名 ◆伝染性紅斑：11名 ◆感染性胃腸炎：106名 ◆ウイルス性嘔吐下痢症：12名  
◆ノロウイルス胃腸炎：5名 ◆ロタウイスル胃腸炎：19名 ◆突発性発疹：7名 ◆インフルエンザA型：64名  
◆ヒトメタニューモウイルス（hMPV）感染症：49名 ◆百日咳：1名  
◆病原性大腸菌腸炎（O1）：1名（2歳女児）、(O25)：1名（1歳男児） ◆カンピロバクター腸炎：1名（10か月男児） 

徳山中央病院入院患者情報（2/21～3/20） 

 2月から3月にかけては入院患者は比較的多く、RSウイルス感染症、hMPV感染症など呼吸器疾患が中心だった。川
崎病患者が減少してきた。 
◆RSウイルス感染症：10例（細気管支炎4例、気管支炎5例、気管支肺炎1例）  
◆hMPV感染症：6例（細気管支炎１例、気管支炎1例、気管支肺炎4例）  
◆ノロウイルス胃腸炎：3例 ◆アデノウイルス腸炎：1例 ◆熱性けいれん：4例 
◆川崎病：4例（5か月男児、6か月男児、2歳男児、4歳女児）◆新生児臍炎：1例（2か月男児、MRSA検出） 

山口赤十字病院情報  （2/15～3/14） 

◆RSウイルス感染症：流行続もやや減。入院7名。迅速検査陽性4例（陽性率12.12%） 
◆マイコプラズマ感染症：目立たず。迅速検査陽性0例（陽性率0%）  
◆インフルエンザ：さらに減少。今期B型出現せず。迅速検査陽性 A型46例（陽性率21.7%）、B型0例（陽性率0%） 
◆おたふくかぜ：目立たず。 ◆水痘：目立たず。 ◆溶連菌感染症：散見。ストレップA陽性3例（陽性率11.54%）  
◆ヘルパンギーナ：見られず。  
◆アデノウイルス感染症：やや増えている印象。迅速検査陽性 咽頭3例（陽性率15.00%）、眼脂0例（陽性率0%）  
◆感染性胃腸炎：ノロウイルス、ロタウイルスあり。ロタウイルス増加傾向、入院9例。迅速検査陽性  ノロウイル
ス2例（陽性率14.29%）、ロタウイルス5例（陽性率31.25%）、アデノウイルス0例（陽性率0%）  
◆手足口病：見られず。 ◆伝染性紅斑：散見。 ◆川崎病：今月2例。3か月男児：CAL遺した。9歳女児：経過良好
（それとは別に本稿締め切り後にIVIG不応例あり、山大転院。）。 
◆hMPV感染症：引き続き常に少数みられる状況。迅速検査陽性4例（陽性率20.00%）  
◆流行性角結膜炎：見られず。 ◆百日咳：見られず。  

下関地域感染症サーベイランス  （2/18～3/17） 

◆インフルエンザ：第8週 217例 15歳以上 45例 A型 259例 B型  3例 
第9週 153例 15歳以上 26例 A型 174例 B型 5例 
第10週 82例 15歳以上 26例 A型 104例 B型  4例 
第11週 78例 15歳以上 15例 A型 93例 B型  0例 

 3月は日本列島に強い寒気の襲来があり北日本では厳しい冷え込みがあった。山口県ではひどい悪天候はなかった

が、晴天と思えばすぐに雨が降る日もあり変化が大きかった。 

 風しんは2019年については第10週（3/4～3/10）までに全国で860例が報告され流行は続いている。同時期に山

口県では10例の報告であった。これまで風しんの定期接種を受ける機会がなかった1962年4月2日から1979年4

月1日までに生まれた男性は、抗体検査を受けた上で、風しんの第5期定期接種（2019年2月1日から2022年の3

月31日まで）を受けられることになった。麻しんは第10週までに304例が確認されたが山口県内では発生していな

い。 

 インフルエンザは第9週に定点あたりの報告数が7.77で警報の終息基準（定点・週当たり報告数10）を下回った。

今シーズンはB型の報告は非常に少ない。現場からのわずかな報告はあるものの、環境保健センターで確定診断され

た例はない。定点あたりの報告件数では、RS ウイルス感染症は下関（2.60）長門（2.50）周南（2.31）が多い。A

群溶血性レンサ球菌咽頭炎は周南（2.75）下関（2.55）岩国（2.50）が多い。感染性胃腸炎は萩（15.00）周南（10.16）

宇部（7.78）が多い結果であった。 

他の疾患は発生数が少ないが、伝染性紅斑は防府、宇部で目立つ。柳井では流行性角結膜炎が報告されている。ロ

タウイルス胃腸炎は、小児科定点からの病原体確認例においても、基幹定点（週報）においても、ほぼ宇部と下関か

らの報告であるが、今後増加が予測される。百日咳の届出が続き、県内で第11週までに132人となり、そのうち86

人は岩国からの報告である。 



◆病原大腸菌腸炎：VT（-）O1：7例、O6：1例、O18：1例、O25：7例、O86a：1例、O111：1例、O126：1例、O166：1
例 
◆カンピロバクター腸炎：2例 ◆エルシニア腸炎：1例 ◆ロタウイルス腸炎：87例 ◆ノロウイルス胃腸炎：35例  
◆アデノウイルス腸炎：8例 ◆マイコプラズマ肺炎（気管支炎を含む）：28例 ◆アデノウイルス扁桃炎：20例  
◆流行性角結膜炎：1例 ◆hMPV感染症：55例 ◆ヘルペス口内炎：1例  

<下関市立市民病院 入院症例> 
◆インフルエンザA型：1例（1か月） ◆ヘルパンギーナ：1例（1歳） ◆ノロウイルス胃腸炎：1例（2歳） 
◆RSウイルス気管支炎：5例（1か月2例、3か月、1歳、2歳） ◆アデノウイルス胃腸炎：1例（7か月） 
◆ロタウイルス胃腸炎：6例（3歳2例、5歳、6歳、7歳、8歳）◆肺炎球菌髄膜炎：1例（5か月：大学へ） 
◆EBウイルス関連血球貪食性リンパ組織球症：1例（2歳：大学へ） 

<済生会下関総合病院 入院症例> 
◆ロタウイルス胃腸炎：5例（1歳6か月～15歳） ◆RSウイルス感染症：4例（1か月～2歳） 
◆インフルエンザA型：2例（8歳、9歳） ◆アデノウイルス咽頭：2例（1歳2か月、4歳） 
◆菌血症・敗血症：2例（1歳5か月、13歳；PSSP）  
◆細菌性気管支炎、肺炎：7例（4歳：BLNAI、3か月～11歳（3例）：BLNAR、4歳：PSSP、1歳9か月、1歳7か月：PISP） 
◆溶連菌感染症：1例（3歳） ◆川崎病：1例（1歳11か月） ◆急性虫垂炎（9歳） 

  BLNAI: β-lactamase negative ampicillin intermediate resistant（βラクタマーゼ非産生アンピシ
リン中等度耐性） 
BLNAR：β-lactamase negative ampicillin resistant（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性） 
PSSP：penicillin-susceptible streptococcus pneumoniae（ペニシリン感受性肺炎球菌） 
PIPS：penicillin-intermediate resistant Streptococcus pneumoniae（ペニシリン中等度耐性肺炎球菌） 

注）月報中の患者報告数・定点当たり報告数について 
 週報において、定点医療機関から極端に多い（または少ない）数が報告されたものについては、感染症発生動向 
調査解析評価小委員会で検討を行い再集計した結果を掲載しています。 

〔3月の多報告順位〕 
(○内数字は前回の順位) 
1) ①インフルエンザ 
2) ②感染性胃腸炎 
3) ③A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
4) ④RSウイルス感染症 
5) ⑤伝染性紅斑 
6) ⑥突発性発しん 
7) ⑦咽頭結膜熱 
8) ⑧手足口病 
9) ⑨水痘 
10) -流行性角結膜炎



平成31年4月分の総合解析評価結果 第12週（3/18）～第15週（4/14） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

鈴木検査定点情報  （3/18～4/14） 

◆RSウイルス感染症：3名 ◆アデノウイルス急性咽頭扁桃炎：23名 ◆溶連菌感染症：16名 ◆手足口病：6名  
◆ヘルパンギーナ：1名 ◆伝染性紅斑：7名 ◆水痘：2名 ◆ヘルペス歯肉口内炎：1名 ◆感染性胃腸炎：89名 
◆ウイルス性嘔吐下痢症：7名 ◆ノロウイルス胃腸炎：2名 ◆ロタウイスル胃腸炎：6名 ◆突発性発疹：4名  
◆インフルエンザA型：27名 ◆hMPV感染症：37名  
◆百日咳：1名 （44歳女性） ※ 子（2か月女児）3/6より百日咳（山口日赤病院にて診断） 
◆病原性大腸菌腸炎（O-1、O-25）：1名（2歳男児）、(O-55)：1名（11歳男児）、(O-111)：1名（8歳男児） 
◆カンピロバクター腸炎：1名（25歳女性） 

徳山中央病院入院患者情報 （3/21～4/20） 

 3月から4月にかけても入院患者は比較的多く、RSウイルス感染症、hMPV感染症など呼吸器疾患が中心だった。 
川崎病患者が減少してきた。 
◆RSウイルス感染症：4例（細気管支炎3例、RSウイルス感染症1例） ◆ヘルペス口内炎：1例（9歳女児） 
◆hMPV感染症：8例（細気管支炎2例、気管支炎3例、気管支肺炎3例）  
◆ロタウイルス胃腸炎：2例（2歳男児（5歳の兄も同様の症状で入院）、5歳男児）  
◆ムンプス髄膜炎：1例（10歳女児、髄液PCRで陽性）  
◆川崎病：3例（6か月男児（冠動脈拡大し、山大小児科に紹介）、1歳男児、1歳女児）◆熱性けいれん：3例  
◆BCGの副反応（？）→ 広島大学に紹介し、免疫不全症の検査中。 

 山口赤十字病院情報  （3/15～4/14）

◆RSウイルス感染症：再度増加に転じた。入院19名。迅速検査陽性7例（陽性率17.50%） 
◆マイコプラズマ感染症：少数あり。迅速検査陽性1例（陽性率16.67%）  
◆インフルエンザ：さらに減少。今期B型出現せず。迅速検査陽性 A型6例（陽性率5.13%）、B型0例（陽性率0%） 
◆おたふくかぜ：目立たず。 ◆水痘：目立たず。  
◆溶連菌感染症：散見。先月よりやや増加。ストレップA陽性7例（陽性率19.44%） ◆ヘルパンギーナ：見られず。  
◆アデノウイルス感染症：やや増えている印象。迅速検査陽性 咽頭3例（陽性率12.50%）、眼脂0例（陽性率0%）  
◆感染性胃腸炎：ノロウイルス、ロタウイルスあり。先月に引き続き小流行。迅速検査陽性  ノロウイルス1例（陽
性率7.69%）、ロタウイルス2例（陽性率13.33%）、アデノウイルス0例（陽性率0%） ◆手足口病：見られず。  
◆伝染性紅斑：散見。 ◆川崎病：今月1例。3歳10か月女児。  
◆hMPV感染症：増加した。入院10名。迅速検査陽性5例（陽性率16.13%）  
◆流行性角結膜炎：見られず。 ◆百日咳：見られず。 ◆無菌性髄膜炎：20代女性。ウイルス検査提出中。 

平成最後の感染症情報をお届けする。4月は夏日があるかと思えば急に冷え込み山間部で雪が舞うなど、寒暖の差

の激しいひと月となった。全体的には平年より高い気温で推移した。 

昨年から流行している風疹は県内でも流行が続き、今年に入ってからは山口地区での発生が多い。確認された症例

数は16例（1/1～4/23）であり、年齢・性別は30歳台7例、40歳台2例、50歳以上5例、男14例：女2例である。

この度の5期ワクチン対象となる40～57歳男性は7例に過ぎず、ワクチン対象以外の人も含め、抗体非保有者のワ

クチン接種が急がれる。 

第15週に宇部管内で10代の侵襲性髄膜炎菌感染症が1例あった。集団生活をしていたが、他の感染者はなかった。

県内での届出症例は2009年以来のことである（全国的には年間30例程度）。なお、宮崎県の10代の集団発生事例（2011

年）や世界スカウトジャンボリー（山口県）参加者の離日後発症事例（2015年）の報告がある。 

百日咳が引き続き岩国地区で多発している。3月、4月に報告された78例のうち53例が岩国からの報告である。

インフルエンザは先月患者数がかなり減少し、終息に向うかと思われたが、4月は増加した。今季は先月までA型

のみが確認されていたが4月に入り下関と宇部で計3例のB型（いずれもビクトリア系統）が確認された。A型によ

る集団発生も再度報告されており、今後の動向に注意が必要である。 

RS ウイルス感染症が多発している。下関が圧倒的に多いが周南、山口、宇部がそれに次いでおり全県データとし

てもこの時期に上昇するのは珍しい現象である。 

ロタウイルス性胃腸炎が宇部、下関、萩地区で多発している。 

アデノウイルス性咽頭扁桃炎が宇部で多発、周南、防府、下関、山口がそれに次いでいる。 

流行性角結膜炎がこの数年では上位に入る患者発生であったが徐々に減少している。柳井地区が多い。 



下関地域感染症サーベイランス  （3/18～4/14） 

◆インフルエンザ：12週 61例 15歳以上 15例 A型 75例 B型  1例 
 13週 15例 15歳以上  9例 A型 24例 B型  0例 
 14週 27例 15歳以上  8例 A型 34例 B型  1例 
 15週 21例 15歳以上 14例 A型 23例 B型 12例 

◆病原大腸菌腸炎：VT（－）O-1：3例 O18：2例 O-25：4例 O-86a：1例 O-114：1例 O-126：1例  
◆カンピロバクター腸炎：3例 ◆ロタウイルス腸炎：158例 ◆ノロウイルス胃腸炎：12例  
◆アデノウイルス腸炎：4例 ◆マイコプラズマ肺炎（気管支炎を含む）：36例 ◆アデノウイルス扁桃炎：25例 
◆百日咳：2例（11歳、13歳） ◆hMPV感染症：136例 ◆ヘルペス口内炎：1例  

<下関市立市民病院 入院症例> 
◆インフルエンザA＋マイコプラズマ感染症：1例（6歳）◆RSウイルス気管支炎：2例（1か月、1歳） 
◆ロタウイルス胃腸炎：2例（2歳、7歳） ◆カンピロバクター腸炎：1例（10歳）  
◆hMPV気管支炎：2例（3か月、2歳） 

<済生会下関総合病院 入院症例> 
◆ロタウイルス胃腸炎：20例（3か月～11歳） ◆RSウイルス感染症：6例（0か月～2歳） 
◆川崎病：5例（10か月～5歳） ◆細菌性気管支炎・肺炎：5例（3か月～3歳：PSSP/PISP,BLNAS/BLNAI/BLNAR） 
◆hMPV感染症：4例（8か月～1歳8か月） ◆インフルエンザA型：2例（1か月、5か月）  
◆腎盂腎炎：2例（1歳3か月：E.coli、1歳7か月：E.coli（ESBL産生）） 

 BLNAI: β-lactamase negative ampicillin intermediate resistant 
（βラクタマーゼ非産生アンピシリン中等度耐性） 

BLNAR：β-lactamase negative ampicillin resistant（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性） 
BLNAS：β-lactamase negative ampicillin susceptible（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン感受性） 
ESBL：extended spectrum β-lactamase（基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ） 
PIPS：penicillin-intermediate resistant Streptococcus pneumoniae（ペニシリン中等度耐性肺炎球菌） 
PSSP：penicillin-susceptible streptococcus pneumoniae（ペニシリン感受性肺炎球菌） 

注）月報中の患者報告数・定点当たり報告数について
 週報において、定点医療機関から極端に多い（または少ない）数が報告されたものについては、感染症発生動向調査
解析評価小委員会で検討を行い再集計した結果を掲載しています。

〔4月の多報告順位〕 
(○内数字は前回の順位) 
1) ②感染性胃腸炎 
2) ①インフルエンザ 
3) ④RSウイルス感染症 
4) ③A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
5) ⑤伝染性紅斑 
6) ⑥突発性発しん 
7) ⑦咽頭結膜熱 
8) ⑧手足口病 
9) ⑨水痘 
10) ⑩流行性角結膜炎 
11) –流行性耳下腺炎 
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令和元年6月分の総合解析評価結果 第20週（5/20）～第24週（6/16） 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 鈴木検査定点情報  （5/20～6/16） 

◆RSウイルス感染症：14名 ◆アデノウイルス急性咽頭扁桃炎：16名 ◆アデノウイルス胃腸炎：5名  
◆咽頭結膜熱：4名◆溶連菌感染症：7名 ◆手足口病：56名 ◆ヘルパンギーナ：44名 ◆伝染性紅斑：19名 
◆感染性胃腸炎：86名 ◆ウイルス性嘔吐下痢症：3名 ◆ノロウイルス胃腸炎：1名◆突発性発疹：9名  
◆ヘルペス歯肉口内炎：1名 ◆ヒトメタニューモウイルス（hMPV）感染症：13名  
◆帯状疱疹：1名（1歳11か月男児） ◆ウイルス性発疹症：7名 ◆サルモネラ腸炎O9群：1名（10歳女児） 

徳山中央病院入院患者情報 （5/21～6/20） 

5月から6月にかけても入院患者は比較的多く、呼吸器感染症、気管支喘息、熱性けいれんが多かった。また、1～2
か月の乳児の発熱が4名あった。RSウイルス感染症、ロタウイルス感染症が少しみられた。 
◆RSウイルス感染症：4例（細気管支炎2例、気管支炎2例） 
◆ロタウイルス胃腸炎：3例（1歳男児、2歳男児、6歳女児） ◆ノロウイルス胃腸炎：1例 
◆手足口病：2例 ◆ヘルペス性歯肉口内炎：1例（5歳男児） 
◆肛門周囲膿瘍：1例（8か月男児、膿の培養：E. coli、Streptococcus anginosus、Prevotella bivia、Bacteroides 
fragilis検出） 
◆腸間膜リンパ節炎：1例（12歳男児） ◆川崎病：1例（5か月男児） ◆熱性けいれん：9例 

 山口赤十字病院情報  （5/15～6/14）

◆RSウイルス感染症：まだ流行続いている。前医診断例多く、入院9名。迅速検査陽性 3例（陽性率 7.69%） 
◆マイコプラズマ感染症：陽性例なし。（陽性率 0%）  
◆インフルエンザ：6月に入ってからは見られず。A型 1例（陽性率 3.31%）、B型 0例（陽性率0%） 
◆おたふくかぜ：目立たず。 ◆水痘：目立たず。 ◆溶連菌感染症：少数あり。ストレップA陽性 5例（陽性率 13.16%） 
◆ヘルパンギーナ：6月に入り増え始めた。 ◆手足口病：6月に入り増え始めた。 
◆アデノウイルス感染症：少数あり。咽頭 1例（陽性率 4.35%）、眼脂 0例（陽性率 0%）  
◆感染性胃腸炎：ノロウイルス比較的多い。ロタウイルス、アデノウイルスも少数あり。迅速検査陽性 ノロウイル
ス 9例（陽性率 31.03%）、ロタウイルス 1例（陽性率 2.38%）、アデノウイルス 1例（陽性率 6.67%）  
◆伝染性紅斑：少数あり。成人の不明発疹症例でパルボウイルスB19陽性例あり、一定数あると考えられる。 
◆川崎病：3名あり。2歳男児：IVIg 1クールで軽快。3歳男児：IVIg 2回で不応。山口大学転院。 

1歳男児：IVIg 2クールでいったん軽快退院。一週間後にCRP値再度上昇、IVIg再投与。 
◆hMPV感染症：入院9名。依然流行続いている。迅速検査陽性 6例（陽性率 15.00%）  
◆流行性角結膜炎：見られず。 ◆急性脳炎：9歳男児 けいれん重積で搬入。発作止まらず山口大学に搬送。 

5月から6月にかけては比較的落ち着いた天候がつづき、今年は梅雨入りが遅れている。6月18日に新潟県村上市

で6強、山形県鶴岡市で6弱の地震があった。幸い死者はなく、津波も問題なかった。 

 第24週（6/10～6/16）までの累積報告数で麻しんは631例（山口県0例）、風しんは1793例（山口県17例）であ

る。となりの広島県（15例）、福岡県（11例）でも麻しんの報告があるので引き続き注意が必要である。 

インフルエンザ：27人、定点・週当たり報告数0.1。周南の18人を除いてはほぼ終息した。 

RSウイルス感染症：89人、0.48。宇部、下関でやや多い。 

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎：329人、1.79。感染性胃腸炎、手足口病に次いで3番目に多い。下関、防府、周南、

宇部でやや多い。 

感染性胃腸炎：962人、5.23。周南、山口、萩、下関、宇部で多い。病原体確認例の報告ではアデノウイルス（宇

部、下関）とノロウイルス（下関、山口、岩国）が中心である。 

手足口病：474人、2.58。22週から報告数が急増し、流行が始まった。山口、宇部、下関、長門、周南で多い。全

国的には、第23週で過去20年で一番多い状況にある。定点からの検体ではコクサッキーウイルス A6型が検出され

た。臨床像の特徴は強い咽頭所見があり、発熱を伴う例や手、足、口以外に膝や臀部に発疹をきたす例が多い。 

ヘルパンギーナ：180人、0.98。22週から報告が増加し流行が始まった。 

伝染性紅斑：76人、0.41。宇部、山口でやや多い。水痘：46人。流行性耳下腺炎：22人。 

SFTS 1名（21週）、デング熱 1例（22週）、レジオネラ症 3例（23週1例、24週2例）。 

百日咳は24週までで236例の報告がある。 



 

下関地域感染症サーベイランス  （5/20～6/16） 

◆インフルエンザ： 21週 4例 15歳以上 5例  A型 9例 
          22週 1例 15歳以上 1例  A型 2例  
          23週 3例 15歳以上 4例  A型 3例 B型 4例 
          24週 0例 15歳以上 0例   
◆病原大腸菌腸炎：VT（－）O1：3例 O15：1例 O25：9例 O78：1例 
◆カンピロバクター腸炎：6例 ◆ロタウイルス腸炎：1例 ◆ノロウイルス胃腸炎：22例  
◆アデノウイルス腸炎：14例 ◆マイコプラズマ肺炎（気管支炎を含む）：15例 ◆アデノウイルス扁桃炎：70例  
◆hMPV感染症：66例 ◆ヘルペス口内炎：1例  
 
<下関市立市民病院 入院症例> 
◆RSウイルス気管支炎：1例（1か月） 
 
<済生会下関総合病院 入院症例> 
◆RSウイルス感染症：2例（10か月、1歳4か月）  
◆細菌性気管支炎・肺炎：10例（7か月～1歳11か月:BLNAI 2例、BLNAR 2例、PSSP 6例） 
◆hMPV感染症：1例（3歳）◆ロタウイルス胃腸炎：2例（2か月、2歳）◆手足口病：2例（1歳5か月、1歳8か月） 
◆ノロウイルス胃腸炎：3例（1歳3か月～2歳） ◆突発性発疹：1例（11か月） ◆頚部リンパ節炎：1例（4歳） 
◆マイコプラズマ肺炎：1例（5歳）◆アデノウイルス咽頭扁桃炎：1例（2歳） 
 
  BLNAI: β-lactamase negative ampicillin intermediate resistant 

（βラクタマーゼ非産生アンピシリン中等度耐性） 
BLNAR：β-lactamase negative ampicillin resistant（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン耐性） 
BLNAS：β-lactamase negative ampicillin susceptible（β-ラクタマーゼ非産生アンピシリン感受性） 
BLPACR：β-lactamase positive amoxicillin/clavulanate resistant 

（β-ラクタマーゼ産生アモキシシリン・クラブラン酸耐性） 
ESBL：extended spectrum β-lactamase（基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ） 
PIPS：penicillin-intermediate resistant Streptococcus pneumoniae（ペニシリン中等度耐性肺炎球菌） 
PSSP：penicillin-susceptible streptococcus pneumoniae（ペニシリン感受性肺炎球菌） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）月報中の患者報告数・定点当たり報告数について  

  週報において、定点医療機関から極端に多い（または少ない）数が報告されたものについては、感染症発生動向 
調査解析評価小委員会で検討を行い再集計した結果を掲載しています。 

〔6月の多報告順位〕 
(○内数字は前回の順位) 
1) ①感染性胃腸炎 
2) ⑧手足口病 
3) ③A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
4) ⑩ヘルパンギーナ 
5) ⑥突発性発しん 
6) ④RSウイルス感染症 
7) ⑤伝染性紅斑 
8) ⑦咽頭結膜熱 
9) ⑨水痘 
10) ②インフルエンザ 
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５． 年次別・月別感染症発生状況（定点報告）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 7,593 12,116 2,097 878 463 29 14 1 1 2 26 47 23,267

平成２８年 363 7,935 11,712 4,377 307 20 1 0 4 30 123 442 25,314

平成２９年 2,016 13,303 3,314 1,105 447 143 29 12 31 72 24 1,260 21,756

平成３０年 5,852 18,741 4,338 658 322 10 55 4 19 10 71 199 30,279

令和元年 3,430 11,418 2,144 499 372 27 6 43 118 190 249 3,914 22,410

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 406 206 117 121 86 45 75 167 383 295 277 554 2,732

平成２８年 737 229 179 119 22 24 35 117 229 430 321 388 2,830

平成２９年 208 139 82 93 71 46 42 368 732 516 362 321 2,980

平成３０年 282 252 189 89 94 139 217 388 471 407 200 124 2,852

令和元年 160 241 275 290 235 89 61 285 654 813 270 124 3,497

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 57 26 32 63 65 76 59 34 44 32 41 70 599

平成２８年 101 71 65 61 55 93 55 99 112 66 38 118 934

平成２9年 97 131 112 103 105 136 84 61 105 54 63 81 1,132

平成３０年 47 99 90 57 125 107 70 72 24 17 41 87 836

令和元年 60 63 42 43 84 71 59 80 41 73 71 117 804
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 614 531 681 751 944 812 898 458 604 401 619 752 8,065

平成２８年 701 740 745 560 444 897 666 391 362 389 414 633 6,942

平成２９年 296 268 302 287 310 603 412 211 273 258 439 549 4,208

平成３０年 401 481 482 452 689 690 504 354 329 237 586 583 5,788

令和元年 477 465 345 281 357 329 233 179 162 243 287 359 3,717

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 2,895 1,296 1,637 1,574 1,747 1,444 1,409 714 733 490 1,252 1,585 16,776

平成２８年 1,932 1,504 1,521 1,419 983 1,246 1,006 761 913 741 1,459 3,849 17,334

平成２９年 1,537 957 769 731 969 1,425 987 553 627 589 864 1,159 11,167

平成３０年 1,109 1,217 1,090 956 1,542 1,125 726 616 622 596 1,529 1,735 12,863

令和元年 1,316 1,309 1,179 1,048 1,057 962 723 609 506 645 575 983 10,912

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 343 146 141 147 118 50 83 45 49 32 37 63 1,254

平成２８年 81 46 57 46 66 91 28 35 55 31 53 119 708

平成２９年 82 69 46 50 53 73 44 30 45 62 85 45 684

平成３０年 60 48 29 45 86 55 39 66 21 29 54 83 615

令和元年 82 29 35 26 42 46 30 53 17 28 48 52 488
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 126 36 38 36 240 617 2,214 1,110 854 504 250 108 6,133

平成２８年 48 21 2 2 10 39 78 42 74 47 39 34 436

平成２９年 23 58 18 26 77 386 1,478 1,797 438 176 245 88 4,810

平成３０年 50 29 14 25 131 437 1,008 646 129 134 184 80 2,867

令和元年 35 39 38 27 60 474 2,425 2,159 604 384 201 125 6,571

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 3 6 10 21 51 45 113 53 79 82 96 157 716

平成２８年 222 189 127 146 111 222 158 91 114 88 55 63 1,586

平成２９年 41 34 22 21 11 16 6 5 6 1 1 1 165

平成３０年 1 5 2 4 5 1 5 13 4 21 47 51 159

令和元年 67 87 93 85 107 76 94 95 91 114 63 83 1,055

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 143 95 135 126 193 157 178 133 154 108 125 100 1,647

平成２８年 119 84 89 113 103 146 110 131 121 101 81 118 1,316

平成２９年 91 102 89 113 122 155 106 93 116 83 121 77 1,268

平成３０年 60 80 71 115 137 131 116 120 83 87 115 93 1,208

令和元年 80 79 86 85 97 108 109 115 101 92 82 87 1,121
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 1 1 1 1 3 2 4 2 1 2 2 20

平成２８年 1 3 5 1 5 1 7 2 4 2 3 6 40

平成２９年 0 0 3 4 2 8 6 2 4 1 1 1 32

平成３０年

令和元年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 7 1 1 6 22 67 275 344 284 97 50 24 1,178

平成２８年 20 2 1 24 63 247 358 190 172 179 106 45 1,407

平成２９年 21 7 2 7 23 131 660 1,018 207 44 25 5 2,150

平成３０年 1 1 2 2 8 164 460 470 132 58 75 47 1,420

令和元年 8 8 5 1 27 180 762 588 231 161 37 18 2,026

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 15 22 7 11 7 13 36 51 47 33 90 103 435

平成２８年 165 115 131 176 124 122 124 99 137 201 279 507 2,180

平成２９年 506 492 439 343 251 280 199 156 125 89 90 108 3,078

平成３０年 80 49 18 40 38 10 12 20 11 18 12 19 327

令和元年 19 25 14 12 12 22 21 11 10 9 10 10 175

平成30年から、全数届出対象
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

平成２８年 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

平成２９年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成３０年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

令和元年 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 7 5 7 9 13 12 29 20 32 70 30 49 283

平成２８年 57 32 13 8 18 4 7 18 13 16 11 12 209

平成２９年 22 14 17 24 33 68 6 51 100 58 78 41 512

平成３０年 26 32 13 17 29 14 10 26 20 33 57 43 320

令和元年 36 26 26 12 20 7 11 18 16 41 11 18 242

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成２８年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成２９年 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

平成３０年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和元年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 3

平成２８年 0 0 0 1 1 0 0 1 0 4 1 3 11

平成２９年 0 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 5

平成３０年 1 0 1 1 2 1 0 0 0 0 2 0 8

令和元年 2 0 1 0 0 1 0 2 0 1 0 0 7

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 6 7 7 9 2 5 11 7 11 22 16 29 132

平成２８年 16 11 16 22 9 25 20 47 46 41 55 49 357

平成２９年 30 34 14 7 7 9 4 1 7 7 14 13 147

平成３０年 7 5 3 2 7 8 2 5 1 1 3 4 48

令和元年 7 5 3 7 20 18 12 5 10 24 11 14 136

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

平成２８年 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 3 2 7

平成２９年 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 4

平成３０年 0 2 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 5

令和元年 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 6
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 1 4 3 8 21 3 3 0 0 0 1 2 46

平成２８年 7 13 27 28 8 0 0 0 1 0 2 1 87

平成２９年 2 1 5 20 33 11 0 0 0 1 0 3 76

平成３０年 1 5 10 36 27 3 0 0 1 0 0 0 83

令和元年 4 8 13 11 9 3 1 0 0 0 0 0 49

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２7年 16 18 25 30 27 22 23 33 23 26 31 17 291

平成２８年 17 15 18 12 19 13 21 12 24 19 21 21 212

平成２９年 17 18 17 25 19 19 17 12 17 22 21 18 222

平成３０年 29 20 27 16 23 37 25 24 30 29 22 28 310

令和元年 31 28 37 22 31 28 22 25 26 28 27 20 325

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 18 12 8 18 15 12 17 10 5 5 7 4 131

平成２８年 4 12 10 8 11 8 14 17 19 18 7 16 144

平成２９年 16 12 8 10 13 12 11 18 11 14 17 17 159

平成３０年 17 8 15 6 14 8 13 18 11 15 18 10 153

令和元年 16 17 17 9 18 9 15 12 14 16 8 12 163
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 5 8 4 11 7 7 6 7 9 4 7 4 79

平成２８年 4 5 2 4 1 3 3 9 5 7 9 9 61

平成２９年 10 5 1 5 4 5 5 5 4 8 6 5 63

平成３０年 3 2 8 3 8 7 7 10 9 10 5 7 79

令和元年 7 4 9 2 5 4 7 7 6 4 3 11 69

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 13 11 6 5 8 8 8 7 7 9 6 1 89

平成２８年 1 3 7 8 7 2 3 8 10 9 3 8 69

平成２９年 5 4 3 2 7 4 3 3 5 12 13 4 65

平成３０年 14 3 8 5 10 12 5 6 6 5 3 5 82

令和元年 6 6 6 7 8 6 1 4 9 8 4 6 71

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 43 39 46 42 31 37 41 45 26 33 45 38 466

平成２８年 39 36 37 39 36 36 32 38 54 54 44 37 482

平成２９年 35 30 44 36 36 41 37 35 46 42 38 36 456

平成３０年 24 31 31 40 30 30 35 32 34 27 27 36 377

令和元年 33 12 27 23 25 36 32 37 41 34 23 30 353
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 7 8 14 7 3 6 10 16 12 14 7 15 119

平成２８年 15 6 7 14 6 9 5 12 12 8 13 5 112

平成２９年 11 9 7 5 7 3 2 9 5 5 6 7 76

平成３０年 10 6 4 8 4 7 10 9 8 5 4 6 81

令和元年 7 6 3 5 3 5 5 6 4 5 8 2 59

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

平成２７年 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

平成２８年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

平成２９年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成３０年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和元年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
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